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研究成果の概要（和文）： 

本研究は，近世期の長崎貿易について再検討を行うものである。この際，国際分業の視点を重
視して，日本経済を，アジア経済，さらには世界経済のなかに位置づけることを企図した。と
くに，本研究では，18 世紀を中心とした時期に生じたアジア経済や世界経済の変化と日本経済
の変容の関係性を，長崎貿易というレンズを通じて考察することにつとめた。 
 

研究成果の概要（英文）： 
This research project aimed to reexamine the Nagasaki trade during the early modern period. Through 

an analysis of the changes in the international division of labour, the research project attempted to locate 

the Japanese economy in the Asian and world economy. In particular, the project made efforts to 

discover economic links between the changes in Japan and those in Asia as well as the world. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 18 世紀における日本を含むアジア経済の
動向に関して，近年，国際的に研究の関心動
向が高まっている。特に，近世アジア経済史
の研究は Andre Gunder Frank 等がその必要性
を喚起し，Kenneth Pomeranz は，18 世紀東ア
ジア経済について西洋経済との相対的把握
の重要性を主張している。一方，近世日本経
済については，速水融や斎藤修による優れた
研究があるが，これらの研究は当該期の日本

を鎖国ないしは閉鎖経済を前提としたもの
であり，近世日本の国際貿易はあえて捨象し
た研究となっているきらいがある。 

(2) もっとも，川勝平太は 18 世紀日本の国産
代替化や経済的「脱亜」を論じている。しか
しながら，十分な実証を研究に裏付けられた
ものではない。したがって，こうした研究動
向を背景に，近世日本経済史研究をその国際
貿易との関連で，実証的な重要データにもと
づく研究が必要とされているといえよう。 
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(3) 本研究代表者は，2006 年度から 2008 年度
にかけて，科学研究費補助金若手研究(B)の枠
組みで，「１８世紀におけるアジアの国際分
業とオランダ東インド会社のアジア間貿易」
と題する研究を行ってきた。この研究は，オ
ランダ東インド会社のアジア間貿易につい
て，代表年の貿易構造を明らかにしたもので
ある。この研究を前提とし，本研究は日本を
事例として，より詳細な研究を進める。 

 

２．研究の目的 

(1) 近世の長崎貿易や日本経済をグローバル
かつローカルに実証的に分析する。例えば，
日本の貿易史研究は，日本と中国や朝鮮とい
った局地的貿易の解明にとどまっており，広
範囲なアジア内での国際分業下に日本経済
を位置づけてきた訳ではない。一方，本研究
は，日本からインド・ペルシアにいたる近世
アジア間貿易の構造を明らかにできると共
に，それぞれのローカルな後背地経済の土地
生産構造が日本経済といかなる関係にあっ
たかを考察可能とする。海外で生じた経済的
変化が日本経済のいかなる影響を与えたか
といった問題を考察するのである。 

(2) また，本研究は，史料としては，主とし
て，従来あまり利用されてこなかったオラン
ダ東インド会社文書を駆使する。オランダ東
インド会社の貿易記録は近世アジア経済の
全体像の把握のために多くの情報を提供し
うるにもかかわらず，上述のごとき目的によ
る経済史的研究はほぼ皆無といってよい状
況にあり，本研究が一種のパイロット・スタ
ディーの役割を果たすことになろう。 

 

３．研究の方法 

(1) 先述の通り，本研究は，方法論的には，
オランダ東インド会社の会計帳簿等を用い，
収集された数量データから分析仮説を導き，
商業決議録や貿易事情報告等の文章史料か
らその仮説の是非を問う方法を採用した。時
期については日本を含むアジアや世界経済
に，一見すると目立たぬが，内的には大きな
変容の見られたと考えられる 18 世紀を中心
にして研究を実施した。 

(2) 具体的には，次の 3 つの段階を経て考察
を行った。 

① 第一のステップとして，本研究は，オラ
ンダ東インド会社文書を用いて，日本貿易に
関して数量的分析を行った。オランダによる
貿易については，オランダ国立公文書館所蔵
の「日本商館文書(Archief van het Nederlands 

Factorij in Japan)」にある毎年の商館仕訳帳
(Journaal)を利用した。唐船貿易については，
永積洋子『唐船輸出入品数量一覧』（創文社，
1987 年）をベースにし，これに出島商館長日
記(「日本商館文書」中の毎年の Daghregisters)

ならびに日本側の記録（『長崎実録大成』『長

崎実記年代録』等）から補足し，オランダ船，
中国船双方の主要商品の輸出入データを集
積した(第 1 年度)。 

② 続いて，生産状況や消費市況等の商業情
報の分析を実施した。第一に，オランダ国立
公文書館が所蔵する「オランダ東インド会社
文書(Archief van de Verenigde Oostindische 

Compagnie)」に含まれる「日本発信年次報告
（missiven van Japan）」を利用し，オランダの
取り扱った日本市場向け商品の販売状況等
の文書データの集積をはかった。なお，情報
の収集に当たっては，オランダの貿易活動だ
けではなく，いわゆる唐船貿易に関する情報
の収集にも努めた。第二には，バタヴィアで
の商業情報についてである。日本向け商品の
産地で情報や日本製製品のアジア各地での
販売状況などの情報は，バタヴィアでひとた
び集積されたのち，毎年，「オランダ東イン
ド会社文書」中の「一般政務報告（generaal 

missive）」で本国に伝えられていた。このオ
ランダ東インド会社文書中の「一般政務報
告」を利用して，上記に関する商業情報を収
集した(第 2 年度)。 

③ 最終的には，以上の研究結果をもとに，
アジア経済，世界経済との関連から，近世長
崎貿易や日本経済の変化について，総合的な
分析を行なった。具体的には，オランダの東
インド総督であった Van Imhoffの日本貿易論
(1744 年)，イギリスがバタヴィアを含むジャ
ワを占領した時代の副長官 Raffles の日本貿
易論(1811 年) ，さらには，オランダ返還後の
蘭領時代にバタヴィアから長崎に派遣され
た日本商館長 Meijlan の日本貿易論(1833 年)

を検討した。これら 3 名の日本貿易論の論者
は，日本貿易に強い関心を持っていた。長期
的視野の下に，それまでの日本貿易をいかに
認識し，改革すべきかを論じたのである。こ
れを，第 2 年度までの研究で明らかになった
日本貿易の実態と比較を行い，本研究の総括
とした。また，彼らの日本貿易に関する論説
は，現在の研究にも強い影響を与えているた
め，こうした論説の再検討は，近世長崎貿易
の再考察を意図する本研究の適切なる最終
分析ともなった(第 3 年度)。 

 

４．研究成果 

(1) 本研究は，近世において長崎さらには日
本の重要輸出入品であった商品の毎年輸出
入品に関するデータを集計した。また，長崎
ならびにバタヴィア，オランダ本社の記録を
利用することで，以上の商品についての情報
（日本輸入商品については海外生産地の情
報や日本の市況情報，日本輸出商品について
は日本の生産情報や海外の市況情報）が明ら
かになった。結果として，国際分業に基づく，
長期の 18 世紀のアジア経済や世界経済の動
向の中に日本経済の変化を国際分業論に基



 

 

づいて実証的に検討した。 

(2) 以上の研究は，成果として，現在までの
ところ，学術雑誌論文 5 件，学術書掲載論文
4 件，学会・研究会での口頭報告 24 件等をえ
た。 
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